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248 明治二十四年の皆既日蝕々見て
　　　　　　明治：＝十年の皆既日蝕を見て
　　　　　　　　　　　　横地石太　郎
　明治二十年八月十九日午後石川縣能登丁丁門崎丁丁下にて皆既日蝕を目
撃しナこ事があった．此の時の日蝕は本邦に於ては多く降雨叉は雲霧の爲め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨウ妨げられて充分なる観測は出門兼ねナこ様であった，唯越後國南二二郡の永
ミンジ
明寺山へ出張しナこ伊澤修こ二二等の一行のみが充分なる襯測を遂げ得ナこε云
ふ事を聞いたが，緑三崎に於ても日蝕の前後太陽の附近には一黙の雲霧も
なく幸に充分に見るこミが出來ナこのであった．
　私は三時京都中學校在勤中であっナこが，夏期休暇中で金澤へ飾省して居
り，急に思ひ立ち，線門崎へ行き日蝕を見る事にして，同月十七日半役所
の在る飯田町に泊り，夕頃奮恩師なる二丁國枝蓮畦氏を訪問しナこ時，金澤
高等中學校の北條時敬，田中鐵太郎，植原直松，學務課長の檜垣直二等の
諸氏も其日同地を通過して同目的の爲め狼煙村に向ふたε聞き，翌口狼煙
村へ行ったら高等中三校の連中は夫々槻測上の分澹を定めて，しきりε学
習をして居たので私も同宿した．
　十九日は午前より一同燈明下下の草原に陣取り，時計を見て分秒を報ず
る者，寒暖計を見て温度の攣化を記すもの，コロナを爲す者，プロチユベ
ランス（紅眉）を爲す者等，夫々部署に就き，最後の豫習をなし，時の至る
を待つた，檜垣氏ε私εは日蝕中遊撃隊εして自由の行動を取り一般の景
況を槻察する役目εなった．朝の聞は可なり曇って居ったが，十一時頃よ
り一天晴れ亘つナこのは私等のナこめには至幸であっナこ．
　蝕牛以上に進みでより次第に温度の降るを豊へ，皆既少し前に海上の大
門中に皆既界限線の如きもの現れ，海面も際立って色の濃淡を生するを見
た．最後の光線が酒ゆるε同時，パット白金色のコロナが，黒きディスク
の三園に不規則に顯はれ，其のディスクの線は薄紅のプロチユペランスに
て慮々彩られ，萬星忽然εして出現し，何εも云へぬ崇美荘嚴なる感に打
允れ，動惇昂進し，皮下に儲動を箆ゆる様な心持して其光景は終身忘るし
こε能はざる底のものであった，
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　暗さの低度は，最初は暗黒εなつナこ檬に感じたが，一分二分ミ経るに從
ひ，次第に暗さは薄らぎ，濃灰色の青味を帯びたるものミな．り，一般の明
さは薄曇りの満月の夜程で，隔りたる樹木の枝葉なさは分明ならす，外廓
のみを見得る位で，懐中時計の針は七八寸許離して見る事が測試fこ．皆既
になる前までは叢の中の面面や近慮の鎭守の森の藪多の烏が喧しく鳴いて
居ったが，最後の光線が漕ゆるざ同時にピツタリε皆其の鳴を止めゾこ．燈
明毫も火を面するのを見ナこ．
　此時の皆跣の時間は三分間鯨で，短くはあったが，、コロナのスケッチを
取るには充分の時があったのであっナこ．けれ言もあわてN居った噛めに約
一分間位の間に描き上げたので不完全なものεなったのは遺憾であっナこ．
　皆既の時には凡ての遊星が地李線上にあり，夫々の位置も豫め調べて置
いナこのであっナこが，僅かに皿倍の襲眼鏡のみを持って居たのε，時の不足
の爲め火，水，木，金，土の五遊星を見ナこのみであっナこが，金星の如きは最
も光度張くして，獲光画三四十分聞も肉限で見るこごが出來ナこ．
事務室欝寒
　教室の新築中，一時，天文分教室の西室に移韓して居ります．新館の出
來次第廣い所へ移る事でせうが，當分狭い所に居ります。從って書類，用
紙の整理も思ふにまかせす，御註文の品の襲迭も逞れた事もありませうが
しばらく御容赦下さい．
　二月號の出面が非常に逞れた爲，墓誌其他遠方の方々はブレテン蓉號無
代提供に出して御申込の暇が無かつナこ事こ存じます．誠に御岳の毒ですか
ら後日機を見て御話り致しますから至急御申込下さい．
　天界七巻，八巻の直立な合本が出島て居ります．御希望の方に實費で御
三り致しませう．七巻は参拾銭．八巻は参圓参拾銭で，三瀬は何れも武拾銭
